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撮影　齋木泰徳・事務局
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第 4回青龍殿 

 国宝青不動明王 

 奉納古武道演武大会 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

日 時： 令和元年 12月 8日（日） 

午後 1時 

場 所： 青龍殿・大正武徳殿（将軍塚） 

主 催：一般社団法人 大日本武徳会 
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大 会 次 第

◎ 青龍殿御祈願　　午後１時より

❖❖❖ 開　会　式 ❖❖❖

司　会　進　行 大会進行委員長 藤　井　正　巳

① 開　会　宣　言 大 会 実 行 委 員 長 上　村　雅　彦

② 　　　礼 国宝青不動明王・国旗・武徳会旗 

③ 開　会　挨　拶 大 会 会 長 東伏見　慈　晃

④ 演 武 上 の 注 意 大 会 実 行 委 員 長  上　村　雅　彦

⑤ 祓　い　の　儀 居合道　範士八段 伊　藤　　　學

❖❖❖ 演　　　武 ❖❖❖

＊時間の都合上、演武時間は７分以内とする。試斬りも７分以内とする。

❖❖❖ 閉　会　式 ❖❖❖

① 納　め　の　儀 居合道　範士八段 市　村　　　章

② 講　　　　　評 大会検証委員長 中　田　浩　大

③ 閉　会　の　辞 大 会 委 員 長 濱　田　鉄　心
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撮影　齋木泰徳
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場
所
：
住
吉
武
道
館
（
二
Ｆ
）　

剣
道
場
、
柔
道
場

〒
五
五
八-

〇
〇
四
五

大
阪
市
住
吉
区
住
吉
二-

九-

八
十
九

T
E
L 

〇
六-

六
六
七
八-

二
四
二
二

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
大
阪
府
支
部
武
道
研
修
会

が
令
和
元
年
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）
に
大
阪
、
住
吉
大
社

境
内
住
吉
武
道
館
、剣
道
場
、柔
道
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

住
吉
武
道
館
剣
道
場
に
お
い
て
、
村
田
雅
人
支
部
長
の
開

会
の
辞
に
始
ま
り
、
ご
来
賓
公
益
財
団
法
人
住
吉
名
勝
保
存

会
住
吉
武
道
館
館
長
、
東
郷
信
行
先
生
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

温
か
い
励
ま
し
の
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
部
理

事
山
本
楠
城
先
生
の
丁
重
な
る
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

さ
て
、
演
武
は
神
田
派
虚
心
流
居
合 

佐
野
晃
一
先
生
の

祓
い
の
儀
に
始
ま
り
、
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
道 

村
田
雅

人
大
誠
会
一
門
の
演
武
を
皮
切
り
に
一
般
演
武
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
森
内
一
蔵
先
生
並
び
に
そ
の
ご
一
門
に
よ

る
神
伝
円
心
流
組
討
兵
法
な
ら
び
に
唐
手
の
演
武
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
神
事
を
も
併
せ
た
迫
力
あ
る
演
武
に
感
銘
を
覚
え

ま
し
た
。
続
い
て
、
無
双
直
伝
英
信
流
居
合
兵
法
な
ら
び
に

神
道
夢
想
流
杖
術
が
樋
口
友
視
先
生
誡
慧
塾
ご
一
門
に
よ
る

清
々
し
い
立
派
な
演
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
無
双
直

伝
英
信
流
居
合
道
尾
ノ
上
克
己
先
生
の
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
立
派
な
演
武
に
驚
嘆
致
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
素
心
流
居

合
抜
刀
術
宮
園
國
男
先
生
の
見
事
な
試
斬
に
息
を
の
む
思
い

圧
巻
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
続
い
て
佐
野
晃
一
先
生
の
神
田
派

虚
心
流
居
合
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
柔
ら

か
い
立
派
な
居
合
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
山
本
楠
城
先
生
ご
一
門
に
よ
る
虚
心
流
居
合
剣

法
な
ら
び
に
居
合
道
組
形
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
の

よ
う
に
誠
に
立
派
な
演
武
い
つ
も
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
団
体
演
武
の
最
終
に
無
双
流
居
合
剣
術
太
田
先

生
ご
一
門
の
多
数
の
方
々
の
立
派
な
演
武
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
演
武
の
最
後
は
広
島
県
支
部
広
島
柳
生
会
藤
江
成

美
先
生
ご
一
門
の
特
別
参
加
に
よ
る
第
一
、三
学
円
の
太
刀
、

第
二
、
試
合
勢
法
中
段
十
四
勢
法
柳
生
、
第
三
、
飛
燕
の
太

刀
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
立
派
な
迫
力
あ
る
演
武
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
は
誡
慧
塾
初
段
昇
段
審
査
一
名
を
行
い
合
格

と
判
定
致
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
参
加
者
数
三
十
六
名
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
の
発
展
と
各
位
の
武
徳
に

栄
光
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
乱
文
ご
容
赦
下

さ
い
。

令
和
元
年

　大
阪
府
支
部

　
　武
道
研
修
会
開
催
さ
る

　村
田

　雅
人

大
阪
府
支
部
長

支
部
だ
よ
り




